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衆
議
院
議
員
前
田
雄
�
君
提
出
わ
が
国
の
が
ん
治
療
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

抗
が
ん
剤
を
用
い
た
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
又
は
第
二

十
三
条
に
基
づ
く
抗
が
ん
剤
の
製
造
又
は
輸
入
の
承
認
、
が
ん
の
専
門
医
の
育
成
、
抗
が
ん
剤
の
研
究
開
発
等
い
ず
れ
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
手
術
療
法
、
化
学
療
法
及
び
放
射
線
療
法
に
加
え
、
遺
伝
子
治
療
法
、
免
疫
療
法
及

び
代
替
医
療
の
様
々
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
科
学
的
知
見
の
集
積

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

薬
事
法
第
十
四
条
又
は
第
二
十
三
条
に
基
づ
く
医
薬
品
又
は
医
療
用
具
（
以
下
「
医
薬
品
等
」
と
い
う
。
）
の
製
造
又
は

輸
入
の
承
認
（
以
下
「
製
造
等
承
認
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
抗
が
ん
剤
を
含
む
新
医
薬
品
又
は
新
医
療
用
具
の
審
査

事
務
処
理
期
間
を
十
二
月
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
早
期
の
製
造
等
承
認
の
た
め
に
は
、
前
提
と
な
る
医
薬
品
等

一



の
製
造
業
者
又
は
輸
入
販
売
業
者
（
以
下
「
製
造
業
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
承
認
申
請
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
関
係
学
会
等
か
ら
製
造
等
承
認
を
受
け
て
い
な
い
医
薬
品
等
の
製
造
等
承
認
又
は
製
造
等
承

認
を
受
け
た
医
薬
品
等
の
承
認
外
の
効
能
、
効
果
等
を
目
的
と
す
る
使
用
（
以
下
「
承
認
外
使
用
」
と
い
う
。
）
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
製
造
業
者
等
に
対
し
て
当
該
要
望
の
内
容
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
製
造
等
の
承
認
又
は
製
造
等
の
承
認

事
項
の
一
部
変
更
承
認
の
申
請
を
検
討
す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
薬
品
に
あ
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｈ
（
日
米
Ｅ
Ｕ
三
極
医
薬
品
規
制
調
和
国
際
会
議
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ
き
、

製
造
業
者
等
が
海
外
の
臨
床
試
験
成
績
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
最
少
限
の
国
内
の
臨
床
試
験
成
績
を
得
る
だ
け
で

製
造
等
承
認
の
申
請
を
認
め
、
医
療
用
具
に
あ
っ
て
は
、
海
外
の
臨
床
試
験
成
績
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
製
造
等
承
認

の
申
請
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
薬
品
等
の
承
認
外
使
用
に
関
し
て
承
認
事
項
の
一
部
変
更
承
認
等
の
申
請
が
あ
っ
た

場
合
に
、
当
該
承
認
外
使
用
に
係
る
効
能
、
効
果
等
が
医
学
上
又
は
薬
学
上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
製
造
業

者
等
か
ら
新
た
な
臨
床
試
験
に
関
す
る
資
料
を
求
め
な
い
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
療
上
特
に
必
要

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
医
薬
品
等
に
つ
い
て
は
審
査
を
優
先
的
に
行
う
等
、
承
認
審
査
期
間
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
以
上
の
取
扱
い
に
よ
り
、
迅
速
に
対
応
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

二



な
お
、
御
指
摘
の
放
射
線
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
を
行
う
医
療
用
具
に
つ
い
て
は
、
既
に
我
が
国
で
製
造
等
承
認
の
実
績
が

あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
定
位
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
に
よ
る
定
位
放

射
線
治
療
を
保
険
適
用
の
対
象
と
し
、
平
成
十
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
直
線
加
速
器
に
よ
る
定
位
放
射
線
治
療

け
い

し
ゆ
よ
う

を
頭
頸
部
腫
瘍
に
対
し
て
行
っ
た
場
合
を
保
険
適
用
の
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
十
六
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
は
、
直
線
加
速
器
に
よ
る
定
位
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
、
体
幹
部
に
対
す
る
治
療
で
あ
っ
て
、
原
発
病
巣
の
直
径

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
転
移
病
巣
の
な
い
原
発
性
肺
が
ん
若
し
く
は
原
発
性
肝
が
ん
、
三
個
以
内
で
他
病
巣
の
な
い
転

せ
き

移
性
肺
が
ん
若
し
く
は
転
移
性
肝
が
ん
又
は
脊
髄
動
静
脈
奇
形
に
対
し
て
行
っ
た
場
合
を
保
険
適
用
の
対
象
と
し
て
追
加
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
定
位
放
射
線
治
療
に
係
る
保
険
適
用
の
対
象
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
治
療
の
有
効
性
及
び
安
全
性
等
の
観
点
か

ら
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

三



五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
平
成
八
年
度
、
平
成
十
年
度
及
び
平
成
十
六
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
、
「
健
康

保
険
法
の
規
定
に
よ
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
（
平
成
八
年
三
月
八
日
付
け
保
険
発
第
二
十
一
号
厚
生
省
保
険
局
医
療
課
長
・
厚
生
省
保
険
局
歯
科
医
療
管
理
官
通

知
）
等
に
よ
り
、
都
道
府
県
民
生
主
管
部
（
局
）
保
険
主
管
課
（
部
）
長
及
び
国
民
健
康
保
険
主
管
課
（
部
）
長
並
び
に
地

方
社
会
保
険
事
務
局
長
等
に
対
し
、
関
係
者
へ
の
周
知
徹
底
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
定
位
放
射
線
治
療
に
つ
い

て
は
新
聞
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
が
ん
患
者
の
認
識
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

「
定
位
放
射
線
治
療
」
に
よ
る
体
幹
部
の
が
ん
治
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
国
内
の
医
療
機
関
の
実
態
に
つ
い
て
は
把

握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

何
を
も
っ
て
「
定
位
放
射
線
治
療
を
取
り
扱
え
る
放
射
線
治
療
医
、
技
師
」
と
判
断
す
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
の
で
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

四



定
位
放
射
線
治
療
の
診
療
報
酬
点
数
は
、
他
の
放
射
線
治
療
の
診
療
報
酬
点
数
と
比
較
し
て
高
い
点
数
を
設
定
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
当
該
治
療
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
こ
と
並
び
に
当
該
治
療
の
実
施
に
伴
う
画
像
診
断
、
検
査
及
び
放
射
線

治
療
管
理
等
の
費
用
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
に
お
け
る
諮
問
・
答
申
の
手
続
を
経
て
設
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

五


